
重
な
資
料
も
多
い
。
筆
者
は
、
以
前
「
上
方
能
近
代
百
年

近
代
大
阪
の
演
能
場

大
坂
が
大
阪
に
な
っ
て
以
来
、
す
な
わ
ち
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
大
阪

に
お
け
る
演
能
の
場
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
そ
の
際
の
演
能
場
と

人
の
家
も
含
め
た
場
も
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

太
平
洋
戦
争
は
、
大
阪
に
お
い
て
も
空
襲
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。

人
的
被
害
は
言
う
に
及
ば
ず
、
能
舞
台
も
当
時
日
本
一
と
い
わ
れ
た
大
阪

世
阿
弥
以
来

の
盛
況
」
（
平
成
十
二
年
十
二
月
・
『
上
方
芸
能
』
）
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
上
方
」
と
い
う
も
う
少
し
広
い
範
囲
で
、
し
か
も
大
急
ぎ
で
締

切
り
に
間
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
入
手
し
た
石
田
蓋

笛
画
「
樽
物
場
と
天
下
茶
屋
の
能
楽
堂
」
（
仮
称
）
や
大
正
時
代
の
大
阪
発

能
楽
殿
や
山
本
家
の
能
舞
台
な
ど
が
焼
失
し
た
。
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
貴

直

x278
ミ
リ
の
寸
法
で
あ
る
。
簡
単
に
内
容
を
記
す
。
カ
ッ
ト
参
照
。

し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
れ
を
紹
介
し
た
い
。
仮
綴
大

に
よ
る
。
そ
れ
は
大
阪
博
物
場
と
天
下
茶
屋
の
能
楽
堂
で
の
演
能
を
主
と

大
阪
の
能
舞
台
に
、
よ
り
興
味
を
抱
き
始
め
た
の
は
、
石
田
薦
笛
な
る

は
、
本
格
的
な
能
舞
台
だ
け
で
な
く
、
仕
舞
や
謡
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
個

け
で
な
く
、
大
阪
府
に
ま
で
広
げ
て
考
え
た
い
。

の
対
象
と
し
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
大
阪
は
大
阪
市
内
だ

は
じ
め
に

行
で
あ
る
『
能
楽
写
真
界
』
や
管
見
に
入
っ
た
資
料
を
整
理
す
る
と
、
大

阪
に
於
け
る
戦
前
の
能
楽
へ
の
興
味
は
、
結
構
活
況
を
呈
し
て
い
た
こ
と

が
見
え
始
め
て
き
た
。
今
回
は
、
大
阪
を
中
心
に
し
た
演
能
の
場
を
考
察

一
、
石
田
薦
笛
画
「
博
物
場
と
天
下
茶
屋
の
能
楽
堂
」

者
が
大
正
三
年
に
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
帖
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

和
綴
梢
紙
全
六
冊
で
、
次
の
①
ー
③
は
、

288X400
ミ
リ
、
④
S
⑥
は
、

200

関

屋

俊

彦



琵
琶
演
奏
・
た
か
し
ま
や
美
術
部
・
能
楽
世
界
表
題
立
案
・
京
都
市
内
、

⑥ ⑤

10丁
0

[
表
紙
]
大
正
三
年
甲
寅
弥
生
の
は
じ
め
。
舞
楽
図

近
松
座
に
於
て
、
鉢
木
間
狂
言

④ 

《
隅
田
川
》
／
府
立
図
書
館
で
『
国
諷
』
な
ど
か
ら
転
写
。

生
③
 舞

台
平
面
図
（
南
久
太
郎
町
心
斎
橋
東
入
南
側

り
舞
台
ス
ケ
ッ
チ
（
天
下
茶
屋
服
部
能
楽
堂
）
•
佐
藤
助
七
《
那
椰
》
・
茂

山
良
一
《
太
刀
奪
》
・
豊
公
醍
醐
花
見
所
用
巨
瓢
京
都
大
角
妙
法
院
•
清

正
織
・
桃
山
御
殿
百
双
屏
風
・
蓮
池
藤
棚

34
枚
0

[
表
紙
]
大
正
三
年
甲
寅
水
無
月
中
三
日
新
調
／
石
田
蓋
笛

②
 

①
 茂

山
良
一

24
枚
o

[

表
紙
]
大
正
三
年
如
月
末
二
日
／
天
下
茶
屋
能
楽
堂

《
三
番
斐
》
・
中
村
弥
三
郎
《
嵐
山
》
．
《
鎧
》
・
大
江
又
三
郎

《
実
盛
》
・
服
部
能
楽
堂
・
田
村
弥
三
《
熊
野
》
・
片
山
九
郎
右
衛
門
《
正

尊
》
・
伊
藤
隆
三
郎
《
狸
々
》

32
枚
0

[
表
紙
]
大
正
三
年
甲
寅
弥
生
中
五
日
新
調
／
石
田
蘊
笛
生

大
工
古
橋
）
・
地
裏
よ

20
丁
0

[
表
紙
]
大
正
三
年
甲
寅
弥
生
初
旬
新
調
之
。
舞
楽
図

泉
祐
三
郎
・
《
勝
栗
》
等

《
武
悪
》
等
。

1
4
T。
[
表
懇
大
正
三
年
三
月
十
四
日
泉
右
博
物
場
に
て

面
裏
「
橘
芳
高
作
」
・
三
月
十
四

H
夜
於
杏
林
倶
楽
部
／
主
催
調
風
会
・

小
面

於
博
物
場
／
能
楽
倶
楽
部
主
催
•
福
井
栄
太
郎
《
葛
城
》
・
大
江
又
三
郎

俵
・
樹
木
図
．
尺
八
合
奏
図

以
上
で
あ
る
が
、
こ
の
「
石
田
蓋
笛
」
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
い
う
絵

に
お
詳
し
い
中
谷
伸
生
氏
（
関
西
大
学
教
授
）
に
伺
う
と
、
絵
は
プ
ロ
の

画
家
の
タ
ッ
チ
で
、
あ
る
い
は
「
中
川
巌
月
」
の
系
列
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
中
川
蓋
月
は
、
大
正
十
三
年
に
な
く
な
っ
て
い
る
大
阪

二
、
大
阪
博
物
場
の
問
題

と
い
う
こ
と
で

0
二
年
（
明
治
三
五
）
三
月
に
（
京
都
北
野
天
満
宮
で
は

四
月
）
、
大
阪
博
覧
会
協
賛
能
と
い
う
こ
と
で

0
三
年
五
月
に
西
か
ら
大

西
閑
雪
・
片
山
九
郎
三
郎
•
生
一
左
兵
衛
、
東
か
ら
野
口
政
記
・
松
本
長
・

宝
生
九
郎
と
い
う
当
時
の
名
人
た
ち
が
参
加
し
演
能
し
て
い
る
。
さ
ら
に

0
五
年
は
観
阿
弥
五
百
年
祭
と
い
う
こ
と
で
東
京
に
呼
応
し
て
関
西
で
は

四
月
に
神
戸
和
田
神
社
・
片
山
能
楽
堂
と
と
も
に
大
阪
博
物
場
で
豊
公
三

百
年
祭
(
-
八
九
八
）
以
来
と
称
し
て
の
大
々
的
な
演
能
会
が
行
な
わ
れ

【
一
、
明
治
三
十
年
代
[
大
阪
博
物
場
]
大
阪
博
物
場
で
は
菅
公
千
年
祭

の
よ
う
に
書
い
た
。

ま
ず
、
大
阪
博
物
場
で
あ
る
が
、
先
述
の
『
上
方
芸
能
』
に
私
は
、
次

と
す
れ
ば
、
あ
り
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

の
H
本
画
家
で
あ
り
、
師
匠
は
木
下
蓋
舟
で
あ
る
。
「
蓋
」
字
を
踏
襲
す
る

芙



博物場舞台

玉J

村
太
左
衛
門
等
有
志
の
尽
力
で
中
之
島
に
移
さ
れ
、
翠
柳
館
舞
台
と
し
て

建
設
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
『
東
区
史
』
（
昭
和
十
六

こ
の
大
阪
博
物
場
だ
が
、

0
六
年
十
二
月
十
六
日
付
の
『
国
民
新
聞
』

の
評
に
よ
る
と
、
大
阪
に
能
楽
堂
の
完
備
し
た
も
の
は
な
く
、
曽
根
崎
の

所
も
吹
き
さ
ら
し
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
観
世
流
に
藤
田
伝
三
郎
、

ワ
キ
方

に
福
王
に
鴻
池
伝
三
郎
と
言
っ
た
後
継
者
が
い
る
こ
と
に
は
い
る
が
、
「
大

阪
は
能
楽
師
に
於
て
は
不
向
き
の
土
地
」
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。
東
京
発

こ
の
箇
所
は
、
倉
田
喜
弘
氏
『
明
治
の
能
楽
』
三
（
国
立
能
楽
堂
•
平

成
八
年
三
月
。
『
明
治
の
能
楽
』
四
冊
と
『
大
正
の
能
楽
』
一
冊
の
計
五
冊
）

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
大
阪
博
覧
会
と
は
、
第
五
回
内
国
勧
業

博
覧
会
の
こ
と
で
あ
る
。
『
大
阪
商
工
会
議
所
百
年
史
』
（
昭
和
五
十
四

年
・
大
阪
商
工
会
議
所
）
に
よ
れ
ば
「
江
戸
時
代
の
西
町
奉
行
所
あ
と
に

年
・
大
阪
市
東
区
役
所
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
に
気
づ
い
た
。

【
明
治
初
頭
は
此
の
外
に
狂
言
師
鷺
流
の
所
有
舞
台
が
あ
っ
た
が
之
亦
時

代
の
風
潮
に
持
続
し
難
く
な
り
有
志
家
に
買
取
ら
れ
、
そ
の
後
生
国
魂
神

社
境
内
に
移
さ
れ
た
が
明
治
十
ニ
・
三
年
頃
か
ら
用
ひ
ら
れ
ず
、
更
に
高

の
記
事
と
は
言
え
、
大
阪
の
能
舞
台
は
み
じ
め
な
状
態
だ
っ
た
。
】

瀬
露
香

(
0
八
年
、
七
十
歳
逝
去
）
が
設
立
し
た
が
、
動
物
園
の
隣
で
見

大
西
家
は
稽
古
舞
台
で
、
よ
く
利
用
さ
れ
る
松
屋
町
の
大
阪
博
物
場
は
平

こ。t
 



は
仁
右
衛
門
定
義
の
息
と
し
て
記
さ
れ
、
「
大
阪
居
住
」
と
見
え
る
。
安
政

沼
岬
雨
氏
は
「
大
阪
の
能
」
（
『
難
波
大
阪
』
昭
和
五
十
年
十
一
月
十
五

大
阪
在
住
。
鷺
仁
右
衛
門
家
お
よ
び
伝
右
衛
門
家
と
は
血
統
上
の
関
係
は

く
、
五
十
三
年
、
豊
中
服
部
神
社
境
内
に
移
さ
れ
た
。
】

舞
台
は
取
払
は
れ
て
博
物
場
内
（
内
本
町
橋
詰
町
）
に
移
さ
れ
た
。
か
く

し
て
博
物
場
の
舞
台
は
日
清
戦
役
後
ま
で
は
余
り
立
派
で
は
な
か
っ
た

が
、
有
力
家
に
よ
り
改
築
が
加
へ
ら
れ
、
明
治
三
十
一
年
十
二
月
に
落
成

を
見
た
。
総
工
費
五
千
六
百
円
、
建
坪
は
舞
台
十
五
坪
二
合
、
橋
が
か
り

述
は
明
治
十
年
四
月
二
十
六
日
付
「
大
阪
日
報
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
写

真
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
博
物
場
の
舞
台
は
、
元
々
は
鷺
流
の
専
有
舞
台
で

あ
っ
た
と
い
う
の
だ
。
し
か
る
に
、
そ
の
後
、
出
版
さ
れ
た
『
続
東
区
史
』

（
昭
和
五
十
六
年
・
大
阪
市
東
区
史
刊
行
委
員
会
）
に
は
、
鷺
流
舞
台
云
々

の
こ
と
は
省
か
れ
て
い
る
。
明
治
初
頭
の
鷺
流
で
大
阪
に
住
ん
で
い
た
の

は
、
鷺
源
右
衛
門
が
考
え
ら
れ
る
。
『
狂
言
辞
典
事
項
編
』
（
昭
和
五
十
一

【
鷺
源
右
衛
門

な
か
っ
た
と
も
い
う
が
、
野
々
村
戒
三
「
系
譜
」
（
『
能
楽
史
話
』
所
収
）
に

三
年
〈
一
八
五
六
〉
、
主
と
し
て
大
阪
の
能
楽
師
に
よ
っ
て
取
り
き
め
ら
れ

た
定
書
に
は
連
署
し
て
お
り
、
鷺
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て

江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
鷺
流
狂
言
師
。

天
満
宮
境
内
の
舞
台
は
、
戦
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
そ
の
利
用
が
す
く
な

年
十
二
月
・
東
京
堂
出
版
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

京
阪
鷺
流
の
名
家
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
家
に
同
地
方
で

は
有
名
な
舞
台
も
か
ま
え
て
い
た
。
】

そ
の
後
の
同
舞
台
で
あ
る
が
、
『
狂
言
辞
典
事
項
編
』
で
は
「
源
右
衛
門

れ
、
そ
の
ま
ま
立
ち
腐
れ
と
な
っ
た
」
と
あ
る
が
、
『
続
東
区
史
』
に
は
次

【
早
く
か
ら
生
国
魂
神
社
境
内
に
あ
っ
た
舞
台
は
、
明
治
十
六
年
、
中
之

島
の
翠
柳
館
に
再
建
さ
れ
た
が
、
三
十
一
年
十
二
月
、
内
本
町
橋
詰
町
に

あ
っ
た
大
阪
博
物
場
に
移
さ
れ
た
。
構
内
の
北
寄
り
に
、
御
殿
風
建
築
の

衆
楽
館
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
百
畳
敷
程
の
大
広
間
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

た
の
で
す
。
こ
の
庭
に
も
床
机
を
並
べ
て
見
所
に
し
ま
し
た
。
こ
の
舞
台

も
、
た
し
か
昭
和
八
年
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
天
満
宮
境
内
に
移

築
さ
れ
ま
し
た
。
（
大
西
信
久
『
初
舞
台
七
十
年
』
、
昭
和
五
十
四
年
刊
）

日
・
講
談
社
）
で
、
橋
岡
の
舞
台
に
つ
い
て
「
経
済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た

の
か
、
明
治
十
一
年
に
平
野
町
一
丁
目
に
四
百
坪
（
約
一
三
二

0
平
方

メ
ー
ト
ル
）

の
土
地
を
購
入
し
舞
台
を
建
て
た
」
と
記
し
た
あ
と
で
、
博

の
広
間
を
見
所
に
し
て
庭
を
隔
て
て
南
面
の
舞
台
が
別
棟
で
建
て
て
あ
っ

生
国
魂
神
社
で
の
演
能
は
『
明
治
の
能
楽
』
に
よ
れ
ば
、

一
番
早
い
記

九
坪
六
勺
と
伝
へ
ら
れ
る
。
】

の
よ
う
に
記
載
す
る
。

家
の
舞
台
は
明
治
維
新
後
、
生
国
魂
神
社
↓
翠
柳
館
↓
偕
行
社
と
移
さ

再
建
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
十
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
併
し
そ
の
後
此
の

天



新
し
く
造
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
場
所
は
中
之
島
の
市
庁
の
裏
、
前
の

【
狂
言
鷺
流
の
も
の
が
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
篤
志
家
が
世
話

行
三
間
、
高
さ
二
丈
、
屋
根
十
八
坪
九
合
、
但
瓦
葺
。
橋
が
か
り
桁
行
七

間
、
梁
行
一
間
半
、
高
さ
一
丈
六
尺
、
屋
根
十
八
坪
、
但
瓦
葺
。
」
と
あ
る

か
ら
、
移
築
に
際
し
て
、
相
当
手
を
加
え
た
模
様
で
あ
る
。
し
か
し
十
二
、

三
年
こ
ろ
か
ら
は
ま
っ
た
く
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
陸
軍
が
買
っ

て
中
之
島
に
あ
っ
た
招
魂
社
に
移
し
た
の
で
、
「
招
魂
社
の
舞
台
」
と
呼
ば

谷
村
捨
次
郎
（
金
剛
流
高
村
太
左
衛
門
の
門
下
で
舞
台
に
も
立
っ
た
こ
と

が
あ
る
）
の
話
に
よ
る
と
、
「
舞
台
の
鏡
板
の
松
を
狩
野
永
祥
が
長
い
間
か

か
っ
て
舞
台
で
揮
嘔
し
て
い
た
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
か
ら
す
る
と

豊
国
神
社
の
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
見
所
（
客
席
）
は
な
か
っ
た
が
、
場

所
は
広
く
橋
が
か
り
は
五
、
六
間
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
平
素
は
舞
台
に
掛

戸
を
下
し
て
稽
古
に
の
み
使
わ
れ
、
催
能
は
当
時
の
こ
と
だ
か
ら
年
に

五
、
六
回
で
、
そ
の
時
は
見
所
に
桟
敷
を
設
け
、
三
百
人
く
ら
い
が
見
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
橋
岡
の
観
世
社
に
対
し
て
、
南
陽
社
と
い
っ
て
、
京

五
坪
九
合
、
橋
が
か
り
十
坪
五
合
、
楽
屋
六
坪
。
舞
台
桁
行
四
間
半
、
梁

亙

し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
天
満
宮
の
舞
台
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
最
近
は
使

士
連
中
の
内
の
渋
谷
利
兵
衛
と
か
生
形
貴
一
と
い
う
よ
う
な
好
事
家
の
世

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
能
画
家
松
野
奏
風
の
岳
父
・

九
年
こ
ろ
ま
で
続
い
た
が
、
橋
岡
は
舞
台
も
維
持
困
難
で
売
却
さ
れ
、
こ

終
止
符
が
打
た
れ
た
。
こ
の
舞
台
を
翠
柳
館
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
あ
の
あ
た
り
は
柳
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
宮
崎
鉄
幹
が
名
づ
け
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
鉄
幹
は
、
の
ち
に
大
阪
博
物
館
長
を
し
た
こ
と
も
あ
る
の
だ

家
が
競
っ
て
出
場
、
大
阪
の
能
楽
史
に
不
滅
の
功
績
を
残
し
て
い
る
。
こ

れ
が
大
正
八
年
(
-
九
一
九
）
に
大
阪
能
楽
殿
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
は
、

段
々
利
用
度
が
減
じ
て
、

い
さ
さ
か
も
て
あ
ま
し
気
味
に
な
っ
た
と
こ
ろ

れ
、
種
々
物
色
し
て
最
後
は
引
き
取
っ
て
く
れ
る
所
に
は
無
償
で
も
、
と

ま
で
い
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
移
転

費
に
思
わ
ぬ
費
用
が
か
か
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
紳

話
で
、
天
満
天
神
宮
へ
移
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
費
用
捻
出
の
た
め
に
、

素
人
に
よ
る
名
残
り
謡
会
を
催
し
、
そ
の
収
益
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
移
転

へ
、
土
地
の
所
有
者
の
大
阪
市
か
ら
適
当
の
地
へ
の
移
転
を
働
き
か
け
ら

経
過
は
別
と
し
て
、
こ
の
舞
台
は
大
阪
唯
一
の
舞
台
と
し
て
、
東
西
の
大

か
ら
、
自
分
の
命
名
し
た
も
の
を
再
び
整
理
し
た
こ
と
に
な
る
。
舞
台
の

治
十
年
で
あ
る
。
記
録
に
よ
る
と
「
建
坪
三
十
一
坪
九
合
五
勺
、
舞
台
十

の
翠
柳
館
の
舞
台
も
、
本
町
の
博
物
場
に
移
転
さ
れ
て
、
両
者
の
対
抗
に

を
し
て
、
生
国
魂
神
社
の
境
内
に
移
し
た
。
橋
岡
の
舞
台
よ
り
も
早
い
明

瀬
亀
之
輔
ら
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
対
抗
は
明
治
十
八
、

物
場
の
舞
台
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

都
の
金
剛
謹
之
輔
や
高
村
ら
金
剛
流
が
、
そ
し
て
そ
の
後
援
者
で
あ
る
平



月
内
務
省
の
認
可
を
得
て
内
本
町
橋
詰
町
旧
西
町
奉
行
所
11
旧
府
庁
の
建

翠
柳
館
も
取
払
わ
れ
る
に
至
る
。
大
阪
博
物
場
は
大
阪
府
が
明
治
七
年
九

持
困
難
と
な
っ
て
、
明
治
十
八
九
年
頃
つ
い
に
売
却
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

【
明
治
記
念
碑
は
偕
行
社
構
内
に
移
り
、
能
舞
台
は
取
壊
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
（
『
中
之
島
誌
』
七
ニ
ニ
ー
七
三
四
頁
）
。
先
の
橋
岡
の
能
舞
台
も
維

払
わ
れ
る
」
と
し
つ
つ
も
一
方
で
「
中
之
島
翠
柳
館
を
移
し
た
」
と
の
両

説
を
併
記
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
『
狂
言
辞
典
事
項
編
』

で
は

「
生
国
魂
神
社
↓
翠
柳
館
↓
偕
行
社
と
移
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
立
ち
腐
れ
と

な
っ
た
」
と
し
、
鷺
流
舞
台
は
消
失
し
た
と
し
て
い
る
。
『
狂
言
辞
典
』
で

「
偕
行
社
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
沼
氏
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
明
治
九
年
（
一

と
重
な
ら
な
い
後
半
部
分
を
次
に
引
用
す
る
。

沼
氏
は
本
来
鷺
流
舞
台
説
を
取
っ
て
い
る
が
、
宮
本
説
は
「
翠
柳
館
も
取

大
阪
の
能
舞
台
と
経
済
人
」
で
も
紹
介
し
て
い
る
。
沼
氏
文

宮
本
又
次
氏
は
、
沼
氏
の
文
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
受
け
て
『
大
阪
の
経
済

畳
敷
く
ら
い
の
大
広
間
が
あ
り
、
こ
の
広
間
を
見
所
と
し
て
庭
を
へ
だ
て

五
日
・
中
之
島
尋
常
小
学
校
内
記
念
会
）
に
も
明
治
十
七
年
十
月
十

柳
館
」
と
名
づ
け
る
と
あ
る
。
又
、
『
中
乃
嶋
誌
』
（
昭
和
十
二
年
十
月
十

回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
と
き
か
ら
陳
列
所
、
売
店
、
動
物
園
を
も
っ
て
構

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
昔
を
知
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
な
げ
か
わ
し
い
有
様

に
な
っ
て
い
る
。
因
に
こ
の
費
用
は
二
万
円
く
ら
い
だ
っ
た
よ
う
だ
。
】

文
中
の
翠
柳
館
に
つ
い
て
は
『
明
治
の
能
楽
』
に
も
「

H
本
立
憲
政
党
」

を
引
き
、
明
治
十
七
年
六
月
二
十
四
日
付
に
「
金
剛
流
高
村
太
左
衛
門
は
、

あ
り
、
九
月
二
十
七
日
に
落
成
、
十
月
十
一
・
十
二
日
に
舞
台
披
を
し
「
翠

十
二
日
の
舞
台
披
の
番
組
を
紹
介
し
た
上
で
、
野
々
村
戒
三
『
能
楽
古
今

記
』
に
明
治
十
六
年
三
月
九
日
と
あ
る
翠
柳
館
で
の
番
組
は
あ
る
い
は
仮

設
舞
台
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る
。

人
と
文
化
』
(
-
九
八
三
年
11

昭
和
五
十
八
年
六
月
三
十
日
・
実
教
出
版
）

「
第
三
章

物
を
改
修
し
て
、
明
治
八
年
十
一
月
よ
り
開
場
し
た
も
の
。
十
二
年
公
立

年
三
月
府
立
博
物
場
を
移
し
美
術
館
を
も
つ
く
り
、
そ
の
後
も
地
所
を
拡

張
し
た
。
能
楽
殿
は
早
く
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
た
が
（
中
之
島
翠
柳
館
を

発
展
し
、
三
十
年
に
は
能
楽
殿
の
改
築
に
も
着
手
し
た
。
三
十
六
年
第
五

成
さ
れ
る
に
至
る
。
明
治
三
十
一
年
十
二
月
、
新
規
に
な
っ
た
能
楽
殿
は

総
工
費
五
六

0
0
円
、
建
坪
一
五
坪
二
合
、
橋
が
か
り
九
坪
六
勺
で
あ
っ

た
。
博
物
場
内
の
北
寄
り
に
御
殿
風
の
建
築
集
楽
館
が
あ
り
、
そ
こ
に
百

て
南
向
き
の
舞
台
が
別
棟
で
建
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
庭
に
も
床
机
を
な

ら
べ
て
見
所
に
し
て
い
た
。
】

少
し
わ
か
り
に
く
い
文
に
な
っ
て
い
る
が
、
博
物
場
舞
台
に
つ
い
て
は

今
度
中
島
公
園
地
の
記
念
標
構
内
に
能
舞
台
を
新
築
せ
ん
と
の
企
て
」
と

移
し
た
と
も
い
う
）
初
代
博
物
館
長
の
平
瀬
露
香
の
能
楽
ず
き
も
あ
っ
て

大
阪
博
物
場
と
改
称
し
、
綿
糖
共
進
会
な
ど
を
開
催
し
た
り
し
た
。
十
七

否



る
。
結
局
、
私
は
『
狂
言
辞
典
』
で
偕
行
社
に
移
さ
れ
た
の
は
明
治
記
念

う
も
の
で
あ
る
が
、
鷺
流
舞
台
は
や
は
り
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
『
明
治
の
能
楽
』
明
治
一
二
十
一
年
十
二
月
一
日
付

「
大
阪
朝
日
」
に
「
市
立
博
物
場
に
て
建
築
中
な
り
し
能
舞
台
の
工
事
落

成
し
た
る
に
つ
き
、
来
る
四
、
五
の
両
日
、
観
世
流
に
喜
多
流
加
り
て
舞

台
開
の
能
楽
を
執
行
す
る
」
と
あ
る
。
第
二
に
沼
氏
や
宮
本
氏
が
書
か
れ

碑
や
見
所
の
衆
楽
館
で
あ
っ
た
と
読
み
取
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
思

フ

た
」
も
の
で
あ
る
し
「
鏡
板
の
松
を
狩
野
永
祥
」
が
描
い
た
と
あ
る
よ
う

上
、
沼
氏
自
身
も
記
さ
れ
る
ご
と
く
「
移
築
に
際
し
て
、
相
当
手
を
加
え

衛
門
の
手
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

工

事

監

督

井

上

節

肝

煎

牧
野
仁
作

楽
あ
り
」
と
あ
っ
て
博
物
場
と
翠
柳
館
の
舞
台
は
書
き
分
け
ら
れ
て
い

天
照
皇
大
神

棟
梁
雑
賀
長
右
衛
門

と
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
念
の
た
め
に
実
は
同
じ
「
大
阪
朝
日
」
の
同

H
付
に
「
来
る
二
十
六
日
は
中
之
島
翠
柳
館
の
能
舞
台
に
て
生
一
庸
の
能

建
築
係

総
肝
煎

な
り
し
に
付
き
、
明
後
午
前
十
一
時
よ
り
同
舞
台
納
め
の
能
楽
あ
る
筈
」

②
 

H
」
に
よ
る
と
「
当
市
博
物
場
内
の
能
楽
堂
は
本
月
限
り
取
毀
つ
こ
と
、

工

事

監

督

井

上

節

肝

煎

藤
七
左
衛
門

度
も
確
認
さ
れ
る
の
だ
が
、
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
二
日
付
「
大
阪
朝

天
照
皇
大
神

棟
梁
雑
賀
長
右
衛
門

物
を
改
修
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
博
物
場
で
の
演
能
は
、
そ
の
後
幾

月
内
務
省
の
認
可
を
得
て
内
本
町
橋
詰
町
旧
西
町
奉
行
所
11
旧
府
庁
の
建

建
築
係

総
肝
煎
藤
井
周
太
郎

日
に
「
本
町
博
物
場
」
が
初
め
て
記
録
さ
れ
る
。
こ
れ
が
「
明
治
七
年
九

①
 

こ
こ
で
今
一
度
『
明
治
の
能
楽
』
で
確
認
す
る
と
、
明
治
十
年
六
月

ぞ
れ
移
築
さ
れ
た
時
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
る
。

る。 雪
・
亮
太
郎
の
演
じ
た
《
橋
弁
慶
》
を
き
っ
か
け
と
す
る
演
能
の
場
で
あ

八
七
六
）
に
明
治
天
皇
が
、
大
阪
偕
行
社
へ
行
幸
さ
れ
た
時
」
の
大
西
閑

訳
だ
が
、
昭
和
五
十
三
年
に
な
っ
て
豊
中
市
服
部
元
町
に
あ
る
服
部
天
神

宮
に
移
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
同
神
社
に
は
次
の
よ
う
な
そ
れ

明
治
三
十
一
年
七
月
十
五

H
上
棟

大
阪
府
技
手

明
治
三
十
一
年
八
月
十
三
日
上
棟

大
阪
府
技
手

岡
崎
要
言

岡
崎
要
言

京
都
市
下
京
区
猪
熊
通
七
条

藤
井
周
太
郎

京
都
市
下
京
区
猪
熊
通
七
条

肝
煎
が
交
代
し
て
二
度
に
わ
た
っ
て
上
棟
式
が
行
な
わ
れ
て
い
た
訳
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
棟
札
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
能
舞
台
は
棟
梁
雑
賀
長
右

に
元
々
の
鷺
流
の
舞
台
と
は
言
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

た
時
点
で
は
、
天
満
宮
舞
台
は
使
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
放
置
さ
れ
て
い
た



所
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
明
治
の
能
楽
』
明
治
三
十
二
年
四
月
十
三
日
付
「
大
阪
朝
日
」

に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
後
は
流
派
の
対
立
で
、
せ
っ
か
く
の
舞
台
が

し
ば
ら
く
の
間
演
能
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
翌
年
四
月
に
な
っ
て

大
阪
能
楽
会
が
設
立
さ
れ
、
よ
う
や
く
五
月
五

8
に
府
立
博
物
場
能
楽
堂

と
称
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
服
部
天
神
宮
に

は
、
も
う
一
枚
、
昭
和
二
年
、
博
物
場
か
ら
大
阪
天
満
宮
に
移
築
竣
工
さ

れ
た
時
の
棟
札
も
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
小
西
新
右
衛
門
以
下
中
村
弥

三
郎
・
手
塚
亮
太
郎
•
生
一
佐
太
郎
・
大
槻
文
雪
な
ど
二
十
七
名
の
名
前

在
も
薪
能
な
ど
で
地
元
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
鷺
流
の

男
元
関
西
大
学
教
授
や
神
社
と
最
も
関
わ
り
の
あ
る
能
楽
師
の
大
西
智
久

氏
に
伺
っ
て
も
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
ゞ
能
楽
師
の
山
本
勝
一
氏
が

幼
少
の
み
ぎ
り
博
物
場
の
能
舞
台
に
は
父
親
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た

と
な
っ
か
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
山
本
能
楽
堂
か
ら
は
歩

い
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
だ
と
も
御
教
示
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
大
阪
商
工
会
議

舞
台
で
あ
っ
た
と
の
傍
証
は
、
建
築
学
の
立
場
か
ら
調
査
さ
れ
た
永
井
規

断
で
あ
っ
た
由
を
御
当
人
か
ら
伺
っ
た
が
、
移
築
さ
れ
た
能
舞
台
は
、
現

て
い
た
。
第
六
号
（
大
正
五
年
十
月
）
•
第
七
号
（
同
十
一
月
）
•
第
十
号

能
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
能
楽
殿
新
築
に
対
抗
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
大
正
十
一
年
六
月
十
九

H
付
「
大
阪
朝
日
」
に
「
十
周
年
祝

能
」
の
催
し
予
告
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
残
念
な
が
ら
戦
災
で
焼
失
し
て
し

坂
田
泰
氏
か
ら
故
昭
二
氏
の
遺
品
を
何
点
か
い
た
だ
い
た
。
坂
田
昭
二

氏
は
『
浮
瀬
〈
う
か
む
せ
〉
奇
杯
も
の
が
た
り
』
（
和
泉
書
院
•
平
成
九
年
）

な
ど
晩
年
に
能
楽
に
か
か
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
途
中
で
な
く
な
ら

れ
た
方
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
市
井
に
戻
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
た
が
、
ま

だ
何
点
か
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
『
能
楽
写
真
界
』
が
入
っ

（
大
正
六
年
二
月
）
•
第
十
三
号
（
同
五
月
）
で
あ
る
。
な
ん
で
も
集
め
て

三
、
『
能
楽
写
真
界
』

昭
和
五
十
三
年
の
服
部
天
神
宮
へ
の
移
築
は
、
加
藤
知
衛
宮
司
の
御
英

が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

ま
っ
た
。

あ
る
。
ま
た
、
大
正
八
年
十
一
月
十
八
日
付
「
大
阪
侮
日
」
に
改
築
披
露

と
改
名
し
、
二
十
四
日
午
後
一
時
よ
り
天
下
茶
屋
能
楽
堂
に
て
催
す
」
と

る
。
私
の
『
上
方
芸
能
』

の
記
述
も
訂
正
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

服
部
能
楽
堂
の
こ
と
で
あ
り
、
天
下
茶
屋
聖
天
坂
生
一
能
楽
堂
と
も
言

う
。
倉
田
喜
弘
氏
『
大
正
の
能
楽
』
大
正
二
年
十
一
月
二
十
二

H
付
「
大

阪
朝
日
」
に
「
生
一
庸
は
東
京
宗
家
よ
り
服
部
姓
を
許
さ
れ
て
服
部
庸
矩

な
お
、
架
蔵
の
デ
ッ
サ
ン
中
、
も
う
ひ
と
つ
の
天
下
茶
屋
の
能
楽
堂
は

ノ'-



天下茶屋舞台

苔

大
正
五
年
五
月
一
日
付
「
大
阪
毎
日
」
に
「
能
楽
写
真
会

を
業
と
す
る
能
楽
愛
好
家
が
少
部
数
印
刷
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

を
営
利
的
に
発
行
す
る
者
で
は
有
ま
せ
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
写
真

印
刷
所
は
佐
野
禎
蔵
の
佐
野
エ
振
社
、

い
ず
れ
も
大
阪
市
内
の
者
で
あ

創
刊
号
は
大
正
五
年
五
月
十
日
発
行
、
編
集
兼
発
行
人
は
太
田
磯
吉
、

あ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
時
代
に
大
阪
で
発
行
さ
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
あ
ま

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
だ
っ
た
の
だ
と
改
め
て
感
慨
に
ふ
け
り
な
が
ら
見
て

み
る
と
、
こ
れ
が
奥
書
に
「
大
阪
市
南
区
日
本
橋
一
丁
目
川
九
番
地
」
と

り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
能
楽
専
門
誌
は
、
幸
い
大
阪
女
子
大
学
（
現
在

は
、
大
阪
府
立
大
学
）
図
書
館
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。

る
。
「
発
刊
の
辞
」
は
無
記
名
で
あ
る
が
、
若
林
春
江
の
「
発
刊
を
祝
し
て
」

に
よ
れ
ば
「
知
友
吉
田
友
芳
君
が
四
五
人
の
同
人
と
相
謀
っ
て
」
と
あ
る

の
で
、
執
筆
の
中
心
人
物
は
吉
田
友
芳
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
吾
等
多
年

の
経
験
に
基
く
写
真
術
を
応
用
し
て
」
と
あ
り
、
二
号
（
大
正
五
年
六
月

十
日
11
奥
書
に
は
五
月
と
あ
る
も
誤
植
）
に
は
「
趣
旨
」
と
し
て
「
此
誌

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
も
三
号
（
同
年
七
月
十

8
)
に
は
「
本
号
口
絵
に
挿

入
し
た
る
天
然
色
写
真
は
普
通
の
彩
色
印
刷
よ
り
転
写
し
た
る
三
色
版
と

は
、
其
撰
を
異
に
し
仏
国
ル
ミ
エ
ル
会
社
製
の
天
然
色
写
真
オ
ー
ト
ク

ロ
ー
ム
乾
板
を
以
て
撮
影
し
た
る
、
本
会
独
自
の
写
真
に
し
て
」
と
、
そ

の
技
量
を
誇
っ
て
い
る
。
ま
た
、
倉
田
喜
弘
『
大
正
の
能
楽
』
に
よ
る
と

素
人
写
真
会



写
真
と
共
に
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
の
ち
に
な
る
と
例
え
ば

第
八
号
（
同
年
十
二
月
）
に
は
東
京
の
観
世
家
元
舞
台
や
朝
鮮
釜
山
芳
千

閣
に
ま
で
赴
い
て
い
る
も
の
の
中
心
は
大
阪
で
あ
る
。
そ
の
上
、
演
能
記

録
は
、
丹
念
に
拾
っ
て
い
る
の
で
、
知
ら
れ
て
い
る
『
能
楽
』
な
ど
の
雑

誌
よ
り
は
、
大
阪
の
情
報
は
そ
れ
だ
け
詳
し
い
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
五

号
（
同
年
九
月
）
に
は
「
楽
堂
氏
の
鼓
筒
漫
話
（
上
）
」
に
、
の
ち
に
山
崎

る
（
拙
稿
「
対
談
生
田
秀
・
耕
一
を
語
る
」
『
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ

ム』

2
0
0
 
5
等
参
照
）
。
第
九
号
（
同
年
一
月
）
に
は
高
安
六
郎
氏
談
と

楽
堂
と
『
鼓
筒
之
鑑
定
』
を
出
版
し
た
生
田
耕
一
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
特
色
と
し
て
は
大
阪
を
主
と
し
た
上
方
で
の
演
能
の
記
録
を

月
）
、
②
は
二
号
（
同
六
月
）
、
R
は
三
号
（
同
七
月
）
、
④
は
四
号
（
同
八

月
）
‘
⑤
は
五
号
（
同
九
月
）
‘
⑥
は
六
号
（
同
十
月
）
、
⑦
は
七
号
（
同
十

一
月
）
、
⑧
は
八
号
（
同
十
二
月
）
‘
⑨
は
九
号
（
大
正
六
年
一
月
）
こ
の
号

以
下
大
正
六
年
の
記
述
と
な
る
。
⑩
は
十
号
（
同
二
月
）
、
⑪
は
十
一
号

（
同
三
月
）
、
⑫
は
十
二
号
（
同
四
月
）
‘
⑬
は
十
三
号
（
同
五
月
）
、
⑭
は

会
名
の
あ
と
に
主
要
な
演
者
名
を
記
し
た
。
①
は
創
刊
号
（
大
正
五
年
五

ど
同
好
会
も
含
め
た
場
合
と
は
区
別
し
た
。
表
は
場
所
と
初
出
の
月
日
と

行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
と
、
そ
れ
以
外
す
な
わ
ち
謡
・
仕
舞
・
舞
囃
子
な

れ
た
構
成
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
「
今
月
の
催
」
に
見
ら
れ

今
、
こ
の
『
能
楽
写
真
界
』
か
ら
大
阪
の
ど
こ
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
か

い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

書
名
か
ら
類
推
さ
れ
る
写
真
だ
け
で
な
く
、
桃
太
郎
「
五
流
の
起
原
」

十
五
号
（
大
正
六
年
七
月
）
ま
で
確
認
で
き
て
い
る
訳
だ
が
、
こ
れ
で

十
八
名
を
列
記
し
て
い
る
。

て
い
な
い
曲
で
あ
る
。

地
に
置
く
と
」
と
も
あ
る
。
名
誉
顧
問
と
し
て
服
部
庸
矩
以
下
能
楽
師

藤
井
由
成
、
西
井
蕪
山
、
女
川
壷
三
な
ん
ど
い
ふ
顔
触
れ
に
て
能
楽
写
真

に
し
て
会
員
に
分
配
す
る
由
、
事
務
所
は
当
分
日
本
橋
一
丁
目
三
十
九
番

と
い
っ
た
論
文
、
如
暁
閑
人
「
謡
曲
『
呉
服
』
に
就
て
」
と
い
っ
た
作
品

研
究
が
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
東
京
発
の
『
能
楽
』
な
ど
の
雑
誌
に
刺
激
さ

い
る
。
ま
た
、
田
中
智
学
新
作
《
後
の
羽
衣
》
の
全
詞
章
を
載
せ
て
い
る

会
と
い
ふ
を
組
織
し
、
能
楽
関
係
の
写
真
を
製
出
し
、
大
に
凝
つ
た
印
刷

に
覇
を
称
し
居
れ
る
浪
花
写
真
倶
楽
部
員
中
、
吉
田
友
芳
、
サ
戸
田
閑
月
、

し
て
山
内
容
堂
公
旧
蔵
で
安
田
本
に
な
ら
な
か
っ
た
『
北
派
散
楽
秘
訣
』

の
こ
と
が
、
第
十
四
号
（
同
年
六
月
）
と
第
十
五
号
（
同
年
七
月
）
に
は

「
紫
式
部
の
伝
記
に
関
す
る
与
謝
野
晶
子
女
史
の
発
見
」
が
連
載
さ
れ
て

が
、
同
曲
は
西
野
春
雄
氏
補
訂
『
古
今
謡
曲
解
題
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

終
刊
し
た
の
か
実
は
わ
か
ら
な
い
。
終
刊
宣
言
が
出
て
い
る
訳
で
も
な

を
拾
っ
て
み
る
の
も
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
標
題
の
「
大

阪
」
は
大
阪
府
に
ま
で
広
げ
て
み
る
。
又
、
本
格
的
な
演
能
が
能
舞
台
で

盃



藤
田
男
爵
邸

冨
・
仕
舞
・
舞
囃
子
な
ど
]

相
生
棲
（
天
満
）

開
口
神
社
瑞
祥
閣
（
堺
市
甲
斐
町
）

芦
屋
（
南
堀
江
木
綿
屋
橋
西
詰
）

淡
路
町
美
術
倶
楽
部

淡
の
輪
か
ど
の
棲

白
水
社
舞
台
（
岸
和
田
旧
城
内
）

服
部
能
楽
堂
（
天
下
茶
屋
）

楽
謡
会

葵
会
松
声
社
番
囃
子
会

大
阪
三
雲
会

梅
若
素
謡
会

公
諷
会

③
6
月
11
日

⑮
6
月
2
4
8

⑧
12
月
3
日

②

5
月
8
日

⑤
9
月
17
日

佐
藤
林
之
助

大
塚
酉
水

栄
国
純
久

山
口
直
知

竹
谷
貞
一

藤
田
家
（
網
島
）
能
楽
会

①
5
月
6
.
7
日

岸
和
田
能
楽

服
部
定
期
能

初

出

主

要

演

者

・

演

目

①
4
月
16
日

大

西

亮

太

郎

・

茂

山

忠

三

郎

①
5
月
21
日

大

西

亮

太

郎

＊
②
有
芳
能
舞
台
と
も
。
小
西
新
右
衛
門
が
継
承
。

⑭
6
月
14
日

大

西

新

三

郎

②
5
月
22
日
金
剛
巌
・
謹
之
輔
・
山
田
一
二
郎

＊
年
一
回
の
催
し
。
③
に
写
真

杉
江
櫻
囲

服
部
庸
矩
・
林
喜
右
衛
門
・
茂
山
千
五
郎

＊
④
北
堀
江
に
新
建
す
る
由

梅
若
六
郎
《
望
月
》
古
式

⑭
5
月
19
日

②
6
月
4
日

松
諷
社
舞
台
（
東
梅
田
町
）

道
明
寺
土
師
神
社

松
諷
社
月
並

道
明
寺
能

場

所

大
阪
博
物
場
能
楽
堂

小
西
邸
（
伊
丹
）

会

名

大
西
定
期
能

小
西
邸
能
楽

[
能
舞
台
]

十
四
号
（
同
六
月
）
、
⑮
は
十
五
号
（
同
七
月
）
で
あ
る
。
五
十
音
順
に
並

べ
て
み
た
が
、
正
式
な
読
み
方
が
不
明
な
場
合
は
音
読
み
に
従
っ
た
。
個

人
名
だ
け
の
も
の
は
と
ら
な
か
っ
た
し
、
大
阪
で
な
い
場
合
あ
る
い
は
大

そ
の
傾
向
は
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。

互

阪
に
入
れ
る
べ
き
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
不
明
は
残
る
が
、
お
お
よ



伊
丹
栄
助
宅
（
天
満
小
幡
町
）

一
カ
棲
（
堺
大
浜
）

魚
萬
棲
（
京
阪
線
守
口
）

梅
の
家
（
高
津
神
社
）

大
阪
博
物
場
衆
楽
館

大
阪
美
術
倶
楽
部
（
東
区
淡
路
町
）

大
阪
毎
日
新
聞
社
倶
楽
部
（
浜
寺
公
園
）

勝
尾
寺
大
広
間

花
月
亭
（
上
本
町
六
丁
目
）

川
井
氏
別
荘
（
天
下
茶
屋
）

岸
松
館
（
西
長
堀
）

銀
水
棲
（
中
之
島
）

雁
風
棲
（
今
宮
）

菊
池
邸
（
浜
寺
）

錦
水
棲
（
中
之
島
）

光
照
寺
（
平
野
町
十
丁

H
)

高
津
神
社
湯
豆
腐
屋
（
高
津
）

広
徳
寺
（
南
久
太
郎
町

1
T目）

神
戸
宅
（
鍛
冶
屋
町
鰻
谷
南
）

極
楽
寺
（
西
野
田
）

生
楽
会

大
西
松
諷
社
歌
仙
会

謝
恩
素
謡
会

仲
田
正
諷
社

能
楽
倶
楽
部
囃
子
会

稲
田
貞
治
送
別
大
会

萬

寿

会

⑧

11
月
5
日

箕
面
素
謡
会
（
箕
面
付
近
の
好
事
家
）

富

韻

社

⑥

11
月
19
日

花

岡

緑

声

社

④

8
月
20
日

本

富

清

諷

会

①

4
月
2
日

凰

鳴

会

⑩

2
月
1
1
8

松
声
社
（
平
井
松
風
氏
）
②
月
日
不
明

緑

樹

会

⑧

11
月
3
日

栄

氏

大

会

①

4
月
2
日

仲

田

正

諷

会

⑫

4
月
2
1
8

生

正

会

④

7
月
29
日

八

声

会

月

並

⑮

7
月
11
日

真

謡

会

⑤

9
月
11
日

先
考
五
十
年
追
福
謡
曲
囃
子
会

③
6
月
21
日

③
7
月
2
日

④
7
月
1
6
H

①
5
月
6
日

辻
忠
輝

花
岡
緑
主
催

大
西
氏

片
桐
正
動

金
森
清
様

菊
池
侃
二
（
大
阪
宝
生
流
）

松
本
二
伏

仲
田
宗
豊

奥
田
亀
之
助

水
谷
藤

神
戸
治
助
•
生
一
門
下

嶋
豊
舟

高
来
梧
亭

田
原
楽
堂
主
催

菊
田
松
遊

尾
崎
禎
造
主
催

生

一

正

雄

＊

②

に

評

羹



商
盛
組
事
務
所

（
東
区
唐
物
町
一
丁
目
板
屋
橋
筋
）

松
風
庵
（
天
下
茶
屋
）

書
籍
倶
楽
部
（
西
横
堀
木
綿
橋
西
詰
）

書
林
倶
楽
部
（
南
堀
江
）

緊
楽
館
（
堺
市
天
神
社
）

寿
福
院
（
上
本
町
）

薪
炭
商
事
務
所
（
南
堀
江
隆
平
橋
）

翠
香
庵
（
住
吉
公
園
）

住
吉
亭
（
西
成
郡
役
所
）

千
秋
館
（
箕
面
）

船
場
倶
楽
部
（
南
区
三
休
橋
北
詰
）

大
丸
（
心
斎
橋
清
水
町
）

玉
出
社
（
南
海
線
玉
出
駅
）

貞
松
院
（
上
本
町
六
丁
目
）

天
狗
棲
（
順
慶
町
）

天
満
天
神
社
参
集
所
敷
舞
台

東
郷
村
身
延
客
殿

南
陽
館
（
天
王
寺
常
盤
通
停
留
所
前
）

花
岡
緑
宅
（
南
海
線
玉
手
駅
東
）

羽
田
（
堂
島
）

三
春
会
月
並

③
7
月
9
日

生

凰

会

⑤

9
月
10
日

真

謡

会

⑨

1
月
6
日

田

原

生

楽

会

⑬

4
月
11
日

大

畠

松

琴

会

⑧

11
月
23
日

南

交

諷

会

⑧

11
月
25
日

玉

淵

会

③

6
月
9
日

栄

保

介

氏

月

次

会

②

6
月
16
日

小

島

桂

諷

会

⑨

1
月
15
日

生

楽

会

⑧

11
月
17
日

玉

淵

会

⑮

6
月
2
3
8

真

謡

会

月

並

⑫

4
月
11
日

花

岡

緑

声

社

③

7
月
16
日

喜

多

十

番

会

⑤

9
月
17
日

交

諷

会

①

4
月
3
日

橋

岡

奉

納

囃

子

⑧

12
月
14
日

松
声
社
素
謡
会
（
豊
能
郡
東
郷
村
有
志
）

真

謡

会

③

7
月
9
8

緑

声

社

③

月

H
不
明

四

季

会

③

6
月
不
明

神
戸
治

花
岡
緑
主
催

橋
岡

稲
田
貞
治
主
催

金
沢
秋
甫

神
戸
田
原
楽
堂

井
上
梅
渓

永
井
勝
月

稲
田
貞
治

真
静
堂

福
田
宗
英

杉
本
浄
泉

天
野
社
宇

神
戸
花
岡
緑

幹
事
吉
村
楽
天

＊
山
下
雅
楽
之
輔
《
春
日
龍
神
》
写
真
あ
り

＊
⑤
に
は
木
炭
商

大
七



は
り
半
（
心
斎
橋
北
詰
東
入
）

備
一
棲
（
東
区
備
後
町
）

瓢
々
亭
（
天
下
茶
屋
）

福
寿
院
（
本
町
九
丁
目
）

仏
願
氏
（
北
区
古
川
町
中
津
橋
）

鮒
卯
棲
（
網
島
）

古
川
商
会
（
北
区
曽
根
崎
上
四
丁
目
）

法
恩
寺
（
伊
丹
町
）

法
巌
寺
（
伊
丹
駅
四
二
丁
）

芳
千
閣
（
南
浜
町
）

水
谷
宅
（
本
町
堺
筋
）

南
船
場
倶
楽
部
（
長
堀
三
休
橋
停
留
所
前
）

明
月
棲
（
難
波
駅
前
）

め
ん
も
棲
（
池
田
町
）

安
井
神
社
社
務
所
（
天
王
寺
）

四
、
能
舞
台
の
数

大
原
民
諷
社

伊
藤
保
磐
会

竹
谷
公
諷
会

南
交
諷
会

西
部
稲
友
会

橋
岡
淡
交
舎

小
島
桂
諷
会

岩
名
氏
謡
曲
会

追
福
謡
曲
会

釜
山
各
流
謡
曲
会

八
声
社

南
北
会

大
西
閑
雪
喜
寿
祝
賀
会

（
佐
和
）
尚
諷
会

翁
会
（
佐
野
光
太
郎
氏
）

以
上
『
能
楽
写
真
界
』
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
大
正
五
・
六
年
当

時
、
大
阪
府
下
で
本
格
的
な
能
が
演
じ
ら
れ
る
能
舞
台
と
し
て
は
六
箇
所

＊
大
阪
紳
士
間
の
謡
曲
家
。
住
友
吉
左
衛
門
・
伊
藤
忠
兵
衛
等
。

⑬
4
月
15
日

大

原

民

三

郎

①
4
月
23
日

津

川

仙

次

⑥
10
月
24
日

河

村

是

空

②
6
月
3
日

田

中

鳥

参

⑤
9
月
23
日

浄

弘

稲

華

①
4
月
25
日
観
冊
元
滋
・
橋
岡
久
太
郎
・
大
西
亮
太
郎

③
7
月
15
日

福

田

宗

英

④

月

日

不

明

岩

名

萬

二

郎

主

催

③
7
月
2
日

岩

名

萬

二

郎

主

催

⑧
11
月
1
2
H

平
島
文
士

⑮
6
月
21
日

水

谷

⑭
5
月
24
日

吉

村

白

星

①
4
月
3
日
＊
泉
泰
治
郎
《
富
士
太
鼓
》
写
真
あ
り

②
月
日
不
明
＊
素
謡
《
芦
刈
》
写
真
あ
り

①
4
月
10
日

佐

野

光

太

郎

が
数
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
プ
ロ
の
演
者
の
専
用
舞
台

諷
社
舞
台
と
岸
和
田
の
白
水
社
舞
台
は
大
正
六
年
六
月
か
ら
記
録
さ
れ
始

め
る
。
伊
丹
の
小
西
邸
と
か
網
島
の
藤
田
男
爵
邸
は
個
人
の
家
の
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
能
に
ま
で
は
な
ら
な
く
と
も
謡
程
度
の
も
の

は
、
博
物
場
と
天
下
茶
屋
の
服
部
能
楽
堂
の
み
で
あ
っ
た
。
大
西
家
の
松

灸



林
喜
右
衛
門

中

川

順

前

川

光

曽

和

鼓

村

上

義

蟻

通

谷

田

民

之

助

神 藩
治
記
念
能
番
組

歌

安
井
網
長

千
歳
大
槻
松
陽

附
祝
言

蝸

牛

茂

山

真

一

瓜

盗

人

茂

山

千

五

郎

大
正
六
年
五
月
十
九
日
午
後
一
時
始
於
岸
和
田
旧
城
内
白
水
社
能
舞
台

杉
江
櫻
囲

中
川
順

曽
和
鼓

狸

々

吉

田

三

郎

前
川
光

村
上
義

る
。
記
念
す
べ
き
記
述
な
の
で
、
次
に
記
す
。

桜
間
金
太
郎

鉢

木

田

中

耕

吉

谷
口
喜

財
木
要

森
田
操

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
杉
江
能
楽
堂
」
で
出
る
。
大
正
六
年
の
丁
度
こ
の

森
田
操

中

ll順

熊

野

大

島

稚

桜

曽

即

鼓

芦

刈

谷
口
喜

財
木
要

田
中
鳥
参

村
上
義

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
場
所
を
選
ば
ず
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

あ
る
。
香
山
雅
代
氏
の
御
尽
力
に
よ
り
伊
藤
正
義
先
生
一
行
と
調
査
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
杉
江
能
楽
堂
は
、
杉
江
櫻
闊
が
岸
和
田
藩

最
後
の
城
主
岡
部
長
職
公
の
理
解
と
社
中
の
協
力
を
得
て
設
立
し
た
も
の

で
あ
る
。
元
々
城
内
に
あ
っ
た
能
舞
台
は
、
廃
藩
置
県
の
際
、
泉
南
郡
蟻

通
神
社
に
移
築
さ
れ
た
。
明
治
二
十
三
年
に
仮
設
舞
台
を
設
け
て
演
能
の

あ
っ
た
の
を
機
会
に
、
大
正
六
年
に
建
立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
詳
し
く

時
期
に
能
楽
写
真
界
同
人
に
い
ち
早
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

【
岸
和
田
能
楽

白
水
社
舞
台
と
は
、
現
在
も
岸
和
田
市
に
あ
る
杉
江
能
楽
堂
の
こ
と
で

仕

舞

囃

子

村
上
義

中
川
順

財
木
要

八

島

門

林

健

逸

想
像
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

か
る
。
『
明
治
の
能
楽
』
な
ど
で
は
拾
え
な
か
っ
た
謡
人
口
の
広
が
り
の

大
江
又
三
郎

杜

若

田

中

耕

吉

恋
之
舞

谷
口
喜

曽
和
鼓

前
川
光

森
田
操

互

．． 



日
付
、
結
果
が
「
浪
花
新
聞
」
同
五
月
八
付
に
記
載
。

に
正
造
宮
日
延
べ
の
知
ら
せ
。

明
治
十
年
五
月
六
日
。
予
告
が
「
大
阪
日
報
」
四
月
廿
六

あ
っ
た
訳
で
、
そ
れ
は
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
『
狂
言
辞
典
事
項
編
』
に
「
そ

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
九
号
に
は
、
大
西
亮
太
郎
の
新
能
楽
堂
が
住
友
家
の
所
有
地
で
あ

こ
こ
で
範
囲
を
広
げ
て
、
大
阪
に
は
戦
前
ま
で
ど
れ
だ
け
の
能
楽
を
演

じ
る
に
足
る
舞
台
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
倉
田
喜
弘
『
明
治
の
能

阿
倍
野
神
社

新
築
計
画
。

生
国
魂
神
社

月
三
十
一
日
付
。
開
院
満
十
年
記
念
。

裔
業
倶
楽
部

の
月
並
能
を
自
宅
に
て
催
す
事
に
な
り
、
七
八
の
両

H
（
晴
雨
に
拘
は

神
宮
教
会
所

住
吉
神
社

明
治
十
二
年
四
月
二
十
日
。
「
朝
日
新
聞
」
四
月
五
日
付

場
所
は
東
区
平
野
町
。

「
朝
日
新
聞
」
明
治
十
八
年
五
月
二
十
一
日
付
に
能
舞
台

明
治
十
二
年
十
月
二
十
六
日
。
「
大
阪
日
報
」
同
B
付゚

楽
』
『
大
正
の
能
楽
』
か
ら
抜
き
出
し
、
五
十
音
順
に
並
べ
る
。

ら
ず
）
、
其
舞
台
開
き
と
し
て
別
会
を
催
す
」
と
あ
る
。

8
」
同
五
日
付
。
「
曽
根
崎
中
二
丁
目
の
大
西
亮
太
郎
は
自
今
松
諷
社

る
南
区
天
王
寺
堂
ケ
芝
町
に
建
築
予
定
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

松
諷
社

明
治
三
十
四
年
十
二
月
七
・
八
日
、
舞
台
披
き
。
「
大
阪
朝

同
十
五
日
付
に
大
阪
慈
善
能
楽
会
の
催
し
と
あ
る
。

今
宮
。
明
治
二
十
二
年
五
月
二
十
二
日
。
「
大
阪
朝

H
」

の
ま
ま
立
ち
腐
れ
と
な
っ
た
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
衆
楽
館
の
こ
と
で

種
智
院

ら
使
用
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
博
物
場
と
い
っ
て
も
ふ
た
つ
の
場
が

高
津
神
社

江
戸
堀
。
明
治
三
十
年
四
月
三

8
。
「
大
阪
朝
日
」
同
三

明
治
十
三
年
六
月
五
日
。
「
大
阪
日
報
」
同
四
日
付
予
告
。

所
で
あ
っ
た
が
、
十
分
な
広
さ
が
あ
っ
た
の
で
仕
舞
・
謡
程
度
の
こ
と
な

南
面
の
舞
台
が
別
棟
で
建
て
て
あ
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
衆
楽
館
は
見

十
月
十
九
日
。
「
大
阪
毎
日
」
同
十
六
日
付
。
野
村
又
三
郎
狂
言
会
。

「
大
阪
日
報
」
三
月
十
六

H
付
。
源
正
寺
坂
好
静
館

敷
程
の
大
広
間
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
広
間
を
見
所
に
し
て
庭
を
隔
て
て

明
治
十
一
年
四
月
七
日
。
高
村
太
左
衛
門
主
催
。
予
告
は

博
物
場
に
つ
い
て
の
記
述
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ
る
。
こ
れ
に
は
大

阪
博
物
場
能
楽
堂
と
共
に
大
阪
博
物
場
衆
楽
館
の
名
も
見
ら
れ
る
。
先
に

『
続
東
区
史
』
に
「
御
殿
風
建
築
の
衆
楽
館
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
百
畳

河
内
道
明
寺

明
治
二
十
八
年

と
、
二
十
二
日
付
に
エ
費
一
千
二
百
円
と
記
す
。

偕
行
社

「
朝
日
新
聞
」
明
治
二
十
年
二
月
十
七

H
付
に
祝
宴
の
こ

日
付
に
予
告
。
軍
資
献
金
能
。

そ
の
日
は
、
同
舞
台
で
夜
八
時
か
ら
謡
曲
歌
仙
会
も
催
し
て
い
る
。

茨
木
村
別
院

明
治
二
十
七
年
十
月
二
十
一

H
。
「
大
阪
朝
日
」
同
二
十

吾



難
波
滝
の
栄

興
行
」
と
あ
る
。 明
治
十
年
十
一
月
十
八

H°

予
告
が
「
大
阪
日
報
」
十

五

枚
岡
神
社
明
治
十
六
年
六
月
三
日
。
「
朝
日
新
聞
」
五
月
三
十
一
日

十
九
日
付
に
野
村
又
三
郎
狂
言
の
会
と
し
て
予
告
。

備
一
亭
三
日
、
舞
台
開
き
の
能
狂
言
を
催
ほ
す
」
と
あ
る
。

中
之
島
ホ
テ
ル

明
治
二
十
九
年
六
月
二
十

B
。
「
大
阪
朝
日
」
同
十
六

設
せ
し
平
野
町
一
丁
目
の
能
舞
台
も
い
よ
／
＼
落
成
に
て
、
来
る
二
十

四
日
付
に
予
告
。

橋
岡
舞
台

「
大
阪

H
報
」
六
月
十
八

H
付
に
「
橋
岡
泰
次
郎
氏
が
建

中
之
島
自
由
亭

者
の
一
人
。

中
之
島
洗
心
館

付
。
野
村
又
三
郎
追
善
狂
言
。

明
治
二
十
七
年
五
月
十
三
日
。
「
大
阪
朝

8
」
同
九

H

中
之
島
中
央
公
会
堂
特
別
能
舞
台

中
之
島
豊
国
神
社

大
正
十
五
年
二
月
二
十
一
日
付
「
大

明
治
十
三
年
十
月
十
八
日
。
「
朝
日
新
聞
」
十
月
十

日
付
。
ホ
テ
ル
で
の
最
初
ら
し
。

月
十
六
日
付
。
「
野
村
又
三
郎
、
高
村
太
左
衛
門
の
一
座
に
て
能
狂
言

明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
日
。
「
大
阪
朝
日
」
同
十
月
二

古
例
に
則
り
舞
台
披
式
能
を
挙
行
」
と
あ
る
。

阪
毎
日
」
に
梅
若
能
楽
大
会
の
予
告
。

工
を
起
せ
し
観
世
流
大
西
亮
太
郎
氏
の
能
舞
台
は
、
此
程
漸
く
落
成
を

告
げ
し
よ
り
大
阪
能
楽
殿
と
命
名
し
、
二
十
四
、
五
、
六
の
三
日
間
、

七
日
付
「
大
阪
毎
日
」
に
「
大
正
五
年
四
月
大
阪
市
南
区
堂
ケ
芝
町
に

し
、
其
内
、
舞
台
は
桧
皮
葺
に
て
古
式
に
拠
り
、
見
所
は
特
別
席
と
普

通
席
の
二
種
に
区
別
し
定
員
六
百
人
を
容
る
、
由
（
中
略
）
又
名
称
は

「
大
阪
能
楽
堂
」
と
呼
ぶ
由
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
大
正
八
年
一
月
十

判
所
長
児
島
維
謙
氏
の
催
し
」
と
あ
る
。
児
島
維
謙
は
関
西
大
学
創
立

「
朝
日
新
聞
」
明
治
十
九
年
二
月
二
日
付
に
「
控
訴
裁

天
神
社
参
集
所
敷
舞
台
で
、
田
中
半
兵
衛
氏
奉
納
す
」
と
あ
る
。

天
満
宮

大
正
十
一
年
五
月
一
日
付
「
大
阪
朝
日
」
に
「
北
区
天
満

に
難
波
村
に
て
高
村
太
左
衛
門
一
周
忌
追
善
の
た
め
と
あ
る
。

天
王
寺
堂
ケ
芝
町
に
新
能
楽
堂
を
新
築
す
べ
く
、
所
轄
署
を
経
て
二
十

鉄
眼
寺

堺
南
旅
籠
町
東
三
丁
。
明
治
二
十
九
年
十
月
十
八
日
。

明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
四
日
。
「
大
阪
朝

H
」
同
日
付

一
丁
目
能
楽
師
大
西
亮
太
郎
氏
は
、
今
回
住
友
家
の
所
有
地
な
る
南
区

「
大
阪
朝
日
」
同
十
六
日
付
。
狂
言
尽
゜

大
安
寺

大
正
六
年
一
月
二
十
三
日
付
「
大
阪
毎
日
」
に
「
市
内
東
区
博
労
町

-
B府
保
安
課
に
建
築
願
書
を
差
出
し
た
る
が
、
六
百
七
十
六
坪
の
敷

地
に
能
楽
舞
台
（
六
十
五
坪
）
、
見
所
（
百
五
十
坪
）
、
其
他
鏡
の
間
、
楽

屋
、
橋
掛
及
び
付
属
建
坪
（
七
十
七
坪
）
を
合
し
て
二
百
九
十
二
坪
を
算

能
楽
殿



の
場
も
と
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
ス
ペ
ー
ス
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以

よ
／
＼
株
式
会
社
と
な
る
旨
発
表
さ
れ
た
。
同
時
に
生
一
能
楽
殿
と
改

天
下
茶
屋
聖
天
坂
の
生
一
能
楽
堂
は
い

の
地
所
も
全
部
氏
の
所
有
に
帰
し
た
。

大
西
亮
太
郎

庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
第
一
号
は
大
正
十
年
一
月
十

H
発
行
。

付
に
「
こ
の
般
、
河
内
国
官
幣
大
社
広
前
の
能
楽
舞
台
落
成
」
と
あ
る
。

知
事
君
の
邸
内
に
お
ゐ
て
、
野
村
又
三
郎
一
座
の
能
狂
言
の
催
ほ
し
」

明
治
二
十
七
年
五
月
二
十
五
日
。
「
大
阪
朝
日
」
同
二
十

明
治
二
十
五
年
十
月
二
十
日
。
「
大
阪
毎
日
」
同
十
月
二

『
能
楽
写
真
界
』
と
同
様
、
少
し
遅
れ
て
発
刊
さ
れ
た
『
関
西
能
楽
』

（
大
正
十
年
ー
昭
和
三
年
）
と
い
う
や
は
り
能
楽
専
門
の
雑
誌
が
鴻
山
文

編
集
兼
印
刷
発
行
人
は
田
村
吉
次
、
発
行
所
は
大
阪
市
外
天
下
茶
屋
大
正

橋
南
中
山
白
峰
方
と
な
っ
て
い
る
。
今
は
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
全
一

六
九
冊
（
欠
号
十
四
巻
四
号
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
第
六

巻
六
号
（
大
正
十
二
年
九
月
二
十

8
)
は
、
大
正
大
筆
底
災
の
特
集
記
事
と

な
っ
て
い
て
大
変
興
味
深
い
。
『
能
楽
写
真
界
』
と
同
様
に
仕
舞
・
謡
だ
け

五
、
『
関
西
能
楽
』
の
記
述

（
下
略
）

廿
五

H

十
日
付
。
河
内
国
丹
南
郡
に
て
植
木
春
谷
翁
追
善
予
告
。

来
迎
寺

稽
古
場
を
設
け
て
（
下
略
）

四
日
付
に
予
告
。

裏
新
町
宇
和
嶋
橋
一
丁
目
北
の
辻
西
入
伊
藤
一
栄
氏
方
の
二
箇
所
に

鮒
卯
楼

生
一
左
兵
衛
氏
は
本
月
か
ら
周
防
町
心
斎
橋
西
八
竹
山
栄
次
郎
氏
方
と

予
告
。

府
知
事
邸
明
治
十
一
年
七
月
三
日
。
「
大
阪
日
報
」
同
日
付
に
「
当
府

下
に
舞
台
に
か
か
わ
る
文
だ
け
を
そ
の
ま
ま
抜
き
書
き
し
て
み
る
。

第
三
巻
第
八
号
（
大
正
十
一
年
四
月
二
十
日
）

坂
井
光
子
さ
ん
が
博
労
町
の
自
宅
に
敷
舞
台
を
設
け
た
。

第
三
巻
第
九
号
（
大
正
十
一
年
五
月
五

H
)

第
四
巻
第
一
号
（
大
正
十
一
年
七
月
五
日
）

生
一
能
楽
堂
創
立
十
週
年
祝
能

第
四
巻
第
四
号
（
大
正
十
一
年
八
月
二
十
日
）

大
紙
倶
楽
部
の
敷
舞
台

天
下
茶
屋
の
能
楽
堂
で

高
さ
一
尺
五
寸
幅
二
間
半
、
奥
行
三

板
屋
橋
停
留
所
東
の
同
倶
楽
部
は
よ
く
謡
曲

会
場
に
使
用
さ
れ
る
が
、
今
度

間
の
総
桧
作
り
の
敷
舞
台
を
準
備
（
下
略
）

第
四
巻
第
五
号
（
大
正
十
一
年
九
月
五
日
）

之
ま
で
住
友
家
か
ら
の
借
地
で
あ
っ
た
能
楽
殿
や
住
宅

第
七
巻
第
五
号
（
大
正
十
三
年
三
月
五
日
）

生
一
能
楽
堂
組
織
変
更

冗―



『
梅
謡
界
』
は
其
の
名
の
示
す
如
く
梅
若
流
に
偏
し
た
も
の
で
、
近
頃
出

五

伊
丹
に
あ
っ
た
小
西
邸
舞
台
は
、
清
酒
白
雪
で
著
名
。
昭
和
二
十
四

れ
た
。

宰
し
て
、
生
一
派
な
り
氏
な
り
の
機
関
紙
で
あ
る
事
を
語
っ
て
ゐ
ま
す
。

さ
れ
た
。

経
営
す
る
所
、
氏
は
大
江
派
の
ク
ロ
ウ
ト
で
、
そ
の
紙
は
大
江
派
の
宣
伝

会
舞
台
を
建
設
す
る
も
、
大
阪
大
空
襲
で
焼
失
。
昭
和
二
十
五
年
に
再
建

は
ち
ょ
っ
と
驚
か
さ
れ
る
事
実
で
す
。
『
能
楽
世
界
』
は
田
中
鳥
参
氏
が

天
地
ー
そ
の
一
部
の
大
阪
の
能
楽
界
に
五
種
の
紙
が
発
行
さ
れ
て
ゐ
る
事

一
号
（
大
正
十
三
年
一
月
一
日
）
に
は
【
五
種
の
能
楽
紙
能
楽
国
の
小

つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
も
利
用
し
て
簡
略
に
紹
介
す
る
。

島
雄
二
氏
。
大
阪
の
斯
界
に
療
紙
の
一
っ
殖
え
た
】
と
あ
り
、
第
七
巻
第

十
二
年
十
月
五

H
)
に
【
能
楽
公
論
創
刊
さ
る
。
発
行
編
輯
印
刷
人
は
中

山
本
舞
台
の
七
箇
所
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
博
物
場
の
舞
台
を
中
心
に
記

を
知
る
よ
す
が
と
な
る
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
六
巻
第
七
号
（
大
正

ち
な
み
に
能
楽
専
門
の
雑
誌
が
大
阪
で
ど
れ
だ
け
出
版
さ
れ
て
い
た
か

宮
本
又
次
氏
は
先
の
御
論
考
で
戦
前
の
能
舞
台
を
大
阪
能
楽
殿
・
天
満

第
十
三
巻
第
二
号
（
昭
和
元
年
一
月
二
十
日
）

博
物
場
の
能
楽
堂
は
府
が
持
て
余
し
た
結
果
、
義
に
生
国
魂
神
社
の
境

内
へ
移
転
す
る
と
の
説
が
あ
っ
た
が
、
氏
子
中
に
反
対
す
る
者
が
あ
る

第
十
四
巻
第
五
号
（
昭
和
二
年
九
月
五
日
）

朝
日
会
館
舞
台
披

九
月
二
十
日
・
ニ
十
一

H

紙
で
す
。
『
生
一
能
謡
新
聞
』
は
生
一
門
の
ク
ロ
ウ
ト
石
川
富
峰
氏
が
主

来
た
『
能
楽
公
論
』
と
か
は
ま
だ
拝
見
し
ま
せ
ん
が
、
陰
に
は
金
剛
流
の

ク
ロ
ウ
ト
伴
新
三
郎
氏
が
潜
い
で
ゐ
る
と
か
聞
き
ま
し
た
。
今
―
つ
は

宮
舞
台
•
生
一
舞
台
•
朝
H

会
館
舞
台
・
淡
交
社
舞
台
・
大
槻
能
楽
堂
・

し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ほ
か
の
舞
台
に

山
本
能
楽
堂
は
、
大
正
六
年
に
北
久
宝
寺
町
松
屋
橋
に
十
畳
ほ
ど
の
舞

台
を
作
っ
た
こ
と
を
最
初
と
し
て
、
昭
和
二
年
に
徳
井
町
一
丁
目
に
観
御

大
槻
能
楽
堂
は
、
昭
和
十
年
に
東
区
上
本
町
に
設
立
。
戦
災
の
難
は
逃

年
、
赤
穂
神
社
内
の
大
石
神
社
に
寄
進
さ
れ
た
。
創
建
年
代
は
不
明
と
言

六
、
山
本
能
楽
堂
な
ど

の
で
天
満
天
神
の
境
内
へ
引
越
す
事
に
き
ま
っ
た
。

京
を
凌
ぐ
人
口
を
誇
り
、
新
聞
を
始
め
と
し
た
出
版
文
化
の
盛
ん
で
あ
っ

称
す
る
。

『
関
西
能
楽
』
が
あ
る
の
で
す
。
】
と
あ
る
。
確
か
に
一
地
域
に
五
種
も
あ

る
の
は
驚
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
大
阪
が
「
大
大
阪
」
と
言
わ
れ
、
東

た
時
代
の
反
映
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。



な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
又
、
本
研
究
は
日
本

会
の
方
々
に
資
料
の
存
在
を
御
教
示
い
た
だ
き
、
又
、
大
阪
女
子
大
学

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
天
野
文
雄
氏
・
宮
本
圭
造
氏
ほ
か
六
麓

方
の
繁
栄
ぶ
り
も
伺
え
る
。
後
考
に
侯
ち
た
い
。

た
。
大
阪
に
絞
っ
て
記
述
し
て
き
た
が
、
紹
介
し
た
雑
誌
類
か
ら
広
く
上

服
部
神
社
の
舞
台
は
博
物
場
の
舞
台
を
移
転
し
た
も
の
で
、
鷺
流
の
舞
台

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
細
か
い
と
こ
ろ
は
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ま

と
め
と
し
て
は
、
大
阪
に
は
確
か
に
能
楽
師
専
用
の
本
格
的
な
能
舞
台
は

に
人
々
は
謡
や
舞
・
囃
子
を
楽
し
む
た
め
に
様
々
な
場
所
を
求
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
能
楽
専
門
誌
が
多
数
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
か

か
わ
り
、
大
阪
で
は
そ
れ
だ
け
能
・
謡
へ
の
人
々
の
興
味
は
広
か
っ
た
。

又
、
博
物
場
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
き
た
訳
だ
が
、
現
在
、
豊
中
に
あ
る

で
は
な
か
っ
た
。
鷺
流
の
舞
台
は
既
に
退
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

（
現
・
大
阪
府
立
大
学
）
図
書
館
・
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
お
世
話
に

少
な
か
っ
た
が
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
代
わ
り
と
な
る
舞
台
は
多
く
、
さ
ら

。
入っ

ま
と
め

（
せ
き
や

と
し
ひ
こ
／
本
学
教
授
）

学
術
振
興
会
の
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
の
一
部
の
助
成
を
得
た
。

盈


